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	平成31年度
	事 業 計 画 書
	平成31年4月 1日から
	新元号2年3月31日まで
	一般財団法人インターネット協会
	１　調査・研究活動
	IoT（Internet of Things）は広まり、産学官でも多くの関心が寄せられている。また、2020年にむけて日本あげて、IoTの普及活動、ビジネス創出が検討されている。
	しかしながら、IoTのあり方として課題が多くあり、まだまだ欧米諸国に対し出遅れている。今後社会はIoT環境混在となるが、そのために発生する各種課題やIoT時代のビジネスなど検討が必要な項目も多い。IoTの継続的な発展には垂直統合されている日本の社会から、横展開が必要なため、その変化に対応する必要があるが、まだ十分に社会制度が対応できていないのが現状である
	IoT推進委員会では、IoTの社会を実現するため、主催や他団体との共催でのシンポジウムなどの実施、国際、国内のIoTに対する情報提供交換を通じて日本のIoT社会の実現を支援する。また、産学官、他の目的を同じにする団体とも協調しながら、国内IoTビジネス発展のために啓蒙、研究、IoT動向の調査活動に取り組む。そのためには、より専門性の高い検討を行うために、引き続き6つのWG（ワーキング・グループ）を運営し、産業毎のIoT普及促進に寄与する活動検討を行っていく。
	２　普及促進・技術指導活動
	３　普及促進・啓発活動
	状況に応じて、イベント等の実行委員会／運営等に参画することを検討する。

